
まちまち ひかる
富士見丘小学校学校支援本部だより

～きらきら輝く子どもの目。その子どもたちの学校生活をサポートするのが、富士見丘小学校学校支援本部です。～

学校支援本部も3年目を迎えました。徐々にサポーター登録も増え、今春卒業した保護
者7名も登録・活動中です。これからも、益々充実した活動をしていきたいと思います。

……………………‥学校電探本部「宣ら☆サボ」活動紹介．．・．・・‥・・・……・・・・・……

1年生から6年生までの全学年で、火曜日の朝、算

数の基礎基本タイムが行われています。支援本部は問
題プリント（年間に児童一人あたり200枚）の印刷と回

答の丸付けでこれをサポート。その日のうちに全員分
の丸付けを終え、各クラスに返却しています。十数名が

サポーターとして登録し、活動しています。

昨年度末からのホームページのリニューアルにあた

り、画面デザインを支援本部が担当しています。

http：／／www．suginamトschool．edJp／fdimigaokashou／
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金曜日の5時間目、1年生のスタディルーム（国語、

算数の復習）の時間では、担任の先生方とともに、子ど

もたちの席で丸つけや解き方のアドバイスを行なってい

ます。担任の先生方に感想を頂きました。

●1年1組担任　中村和人先生

いつも子どもたちが楽しみにしているスタディルーム

です。一人一人に声をかけながら、分かるまで丁寧に

教えて頂くのが嬉しいようです。色々な人に教えてもら

う楽しさもあるのだと思います。花マル先生には、とても

感謝しております。

●1年2組担任　坂本香織先生

いつも優しく丁寧に教えてくださるので、子どもたちは

花マル先生と一緒に勉強できるスタディルームの時間

が大好きです。花マルをもらって、自信とやる気を高め

ている子どもたちは、とても素敵な笑顔で頑張っていま

す。いつもありがとうございます。

「己ら☆サボ」に決定！

富士見丘小学校学校支援本部の愛称が決まりました。

「きらきらひ力＼る子どもたら」を支える

「きらきらひかるサポーター」ということで

「己ら☆サボ」！

これから、親しんでもらえると嬉しいです♪



学校雷緩本部「王ら☆サボ」活動程介

コミュi＿ション授業のコ一宇

富士見丘小学校の特色のひとつ、「演劇授業」。7年

目となった6年生を始め、全学年でそれぞれに行われ

る演劇ワークショップには、外部講師の協力が不可欠

です。学校支援本部のコーディネーターが、授業の企

画・講師の交渉・連絡調整にあたります。

さらに今年度は文部科学省の〔児童生徒のコミュニ

ケーション能力の育成に資する芸術表現体験事業〕に

よる授業も始まりました。外部との連携を支援本部がサ

ポートしています。

弁護士、プロスポーツ選手、区議会議員、医師、料

理研究家、牧師、デザイナー、ジャーナリスト、ファイナ

ンシャルプランナー、日。キャリア教育の一環として6年

生対象に行われる“この人の生き方に学ぶ”でお話しし

てくださった方々のご職業の一部です。自分の将来に

ついて考える機会を持つための「キャリア教育」は小学

校でも重要となってきています。
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富士見丘小学校では3年生になると地域の方のご指

導で「高井戸磯子」の演奏に取り組みます。一昨年から

は、練習の成果を、浴風会のホールを会場に近隣の

方々にもご披露しています。支援本部は授業に合わせ

た講師依頼や発表会の交渉・日程調整などで協力して

います。

●音楽専科　染谷賀代子先生

毎年3年生は、高井戸磯子の演奏者の方々をお招

きして演奏を聴かせて頂いた後、1ケ月くらい練習をし

て仕上げます。練習を重ねていく間に、高井戸磯子が

大好きになっていくと子どもたちは言います。校内発表

と浴風会の皆様に聴いて頂き、富士見丘小の伝統を引

き継いでいます。

●サポーターからの一言

元気一杯に弾ける嚇子や温かい磯子等、毎年カラー

の違う磯子が出来上がるので、子どもたちと一緒にワ

クワクした気持ちで取り組んでいます。

r　活動をまえる『基金』を検討してい夢す。…

きらきら輝く子どもたちのために一富士見丘小学

校・学校支援本部は、学校に協力し、子どもたらの豊

かな教育環境を整備するため様々な活動を行っていま

す。この活動をさらに充実させるために、今、支援本

部では教育支援基金の創設を検討しています。サポー

ターとして実践面で支えてくださる方、基金に協力し

て財政面で支えてくださる万、たくさんの力を結集し

て、学校支援を進めたいと考えています。異体的なご喜

寄付の方法等は、今後お知らせいたします。

皆さまのご理解ご協力をお願いいたします。
＜事務局＞≡

上長hHご∴∴．一三こ∴二∴ここ∴二二三二jI〉

富士見丘小学校校長　浅川　佳代

本校は昨年10月、区よりコミュニティスクールに指定さ

れ、これまで以上に大きく飛躍する機会を与えられました。

学校支援本部は、全職員が一丸となって新たな学校づくり

に努力する支えとなって、パワーを存分に発揮してくださっ

ています。いつでも、どんなことでも、スピーディーに願いを

叶えてくださいます。ネットワークを生かした最新情報を提供してください

ます。学校にとっての『己ら☆サボ』です。

「きらきらひかる」

富士見丘小学校学校支援本部だより
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